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1. はじめに
ウェブサイトの視覚的な表現を記述するための言語と

して，CSS (Cascading Style Sheets)が広く利用されて

いる．CSSは文書の構造から分離されたレイアウトを記

述するためのスタイルシートであり，ボックスモデルに

基づいて中身，余白，境界線について要素ごとに記述す

る．それぞれの要素にはブロックレベル要素とインライ

ンレベル要素の 2つに大きく分かれ，他の要素と主従関

係を持つことがある．その一方で，CSSではどの要素を

主とするかによって，同じ視覚的な表現に対して複数の

記述方法が存在する．これは CSSの実装作業において，

特に複数人で行う場合には異なる記述方法が混在し，後

の保守に影響を与えてしまう可能性がある．そこで本研

究では，ブロックレベル要素のボックスモデルを対象に，

要素の空間的相対関係に基づく CSSの分析を行う．視

覚的な表現を構成するデザイン要素の 1つである空間に

着目し，コンテンツの空間的相対関係から既存のウェブ

サイトで記述されている CSSを分類する．また，分類

の結果からコンテンツの空間的相対関係に基づく視覚的

な表現を抽出し，それぞれの記述方法について分析する

ことで，どの記述方法がどのような影響を与えるかを明

らかにする．

2. 空間的相対関係
文献 [1]では，視覚的な表現を構成する以下の 7つの

デザイン要素を紹介している．視覚的な表現はそれらを

組み合わせることで実現される．

• Line (線)

• Color (色)

• Shape (形状)

• Texture (質感)

• Space (空間)

• Form (外形)

• Typography (タイポグラフィー)

またデザイン要素ごとに特徴があり，例えば線は太さ

や方向，長さを持つ．そのため，CSS では視覚的な表
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図 1: 空間的相対関係

現を実現するために数多くのプロパティや値が定義され

ている．フォントについて表現する場合は，サイズ，ス

タイル，ウェイトといったプロパティがあり，またサイ

ズには px，small，largeといった値を記述することで

指定することが出来る．これによって，特徴を活かした

多彩な表現がウェブサイト上で実現できるようになって

いる．

しかし，CSS を記述する場合において空間は他の要

素とは異なる．線や色などと違い，空間は他のコンテン

ツとの相対関係によって表現されるため，CSSでは主と

するコンテンツと従とするコンテンツの相対関係から記

述方法が異なる場合がある．そのため，CSSにおいて空

間が関わる視覚的な表現にはいくつかの記述方法が存在

する．

空間の相対関係は図 1に示すような 6種類に分けられ

る [2]．これは二次元上にある 2つのオブジェクトの関

係について名称を与えたものである．

MEET

従とするコンテンツが主とするコンテンツの外側で

接触する関係．
COVERS/COVEREDBY

従とするコンテンツが主とするコンテンツの内側で

接触する関係．
CONTAINS/INSIDE

従とするコンテンツが内包し，主とするコンテンツ

が外延する関係．
OVERLAP

従とするコンテンツが主とするコンテンツの部分的



　

表 1: MEET

方法

CSS記述

１ 2 3

#content1{
float: left;
} 
#content2{
float: left;
}
#content3{
float: left;
}

#content1{
 display: table-cell;
}
#content2{
 display: table-cell;
}
#content3{
 display: table-cell;
}

#content1{
   left: 0px;
}
#content2{
   left: 192px;
}
#content3{
   left: 384px;
}

視覚的な表現 二段組，三段組，四段組
コンテンツの並び コンテンツの並び 二段組，三段組

コンテンツの並び

一致となる関係．
EQUAL

従とするコンテンツが主とするコンテンツと重複す

る関係．
DISJOINT

従とするコンテンツが主とするコンテンツと支離す

る関係．

3. CSSによる空間的相対関係の記述 (事例)

図 1で示した 6種類の空間的相対関係から，優良デザ

インサイト [3]で紹介された 30個のウェブサイトから記

述されている CSSを分類する．

3.1 MEET

1. 主とするコンテンツを基準に従とするコンテンツを

寄せて並べる．
2. 各コンテンツの位置を直接指定して並べる．
3. 表組からコンテンツを配置して並べる．

MEETに該当する記述方法は 3つに分類され，結果

は表 1となる．ウェブサイト上ではMEETに該当する

のはコンテンツを並べる場合であり，コンテンツの並べ

方によって記述方法が異なる．その中で最も多く利用さ

れていた記述方法は floatを使用した方法であり，該当

した視覚的な表現に二段組，三段組，四段組，コンテン

ツの並びがある．また，各コンテンツを直接指定して配

置する記述方法はコンテンツの並び，表組を指定してコ

ンテンツを配置する記述方法は二段組，三段組，コンテ

ンツの並びが該当する．

3.2 COVERS/COVEREDBY

1. 主とするコンテンツの中で 2つのコンテンツを左右

に分けて配置する．
2. 主とするコンテンツの中で従とするコンテンツを真

ん中に配置する．

COVERS/COVEREDBYに該当する記述方法は 2つ

に分類され，結果は表 2となる．主とするコンテンツの

　

表 2: COVERS/COVEREDBY

方法

CSS記述

1 2

視覚的な表現 二段組，三段組，四段組
コンテンツ間のホワイトスペースセンタリング

#parentcon{
width: 940px;
}
#childcon-l{
float: left;
width: 622px;
} 
#childcon-r{
float: right
width: 300px;
}

#parentcon{
display:block;
}
#childcon{
  width: 980px;
  margin: 0 auto;
}

　

表 3: CONTAINS/INSIDE

方法

CSS記述

1

視覚的な表現 二段組，三段組

#content1{
  margin: 
　0 302px 0 172px;
}
#content2{
  float: left;
  margin-left: -100%;
}
#content3{
  float: right;
  margin-left: -302px;
}

　

中で 2つのコンテンツを左右に分けて配置する記述方法

は，該当した視覚的な表現に二段組と段とするコンテン

ツ間のホワイトスペースで記述される．これは 2つのコ

ンテンツを合わせた幅が主とするコンテンツの幅よりも

小さい場合に余白を生み出すためである．また，三段組

や四段組でも記述されていて，これは二段組の段とした

コンテンツの中でさらに二段組を形成することで三段組

や四段組を表現するためである．

主とするコンテンツの中で従とするコンテンツを真ん

中に配置する記述方法はセンタリングだけであり，他の

視覚的な表現では該当しない．

3.3 CONTAINS/INSIDE

1. ネガティブマージンで従とするコンテンツを配置

する．

COVERS/COVEREDBYに該当する記述方法は１つ

だけである．この記述方法は表 3のようにコンテンツに

負のマージンを指定し，重ね合わせるようにしてコンテ

ンツを配置する方法である．一部のウェブサイトで用い

られ，該当した視覚的な表現に二段組，三段組がある．



　

表 4: EQUAL

方法

CSS記述

１ 2 3

視覚的な表現

#content{
display: block;
opacity: 1;
} 
#hiddencon{
z-index: 2;
display: block;
opacity: 0;
} 

#content{
display: block;
z-index: 50;
}　
#hiddencon{
display: none;
z-index: 0;
}

コンテンツの重ね合わせ コンテンツの重ね合わせ コンテンツの重ね合わせ

#content{
display: block;
z-index: 1;
} 
#hiddencon{
display: block;
z-index: 0;
} 

3.4 OVERLAP

OVERLAPに該当する記述方法は存在しない．これ

は OVERLAPに該当する視覚的な表現はウェブサイト

上ではレイアウトが崩れ，コンテンツが適切に配置され

ていない場合が多いためである．

3.5 EQUAL

1. 従とするコンテンツを消すことで主とするコンテン

ツを表示する．
2. 従とするコンテンツを透過させて主とするコンテン

ツを表示する．
3. 重ね順を入れ替えて主とするコンテンツを表示する．

EQUALに該当する記述方法は 3つに分類され，結果

は表 4となる．3つの記述方法は視覚的な表現であるコ

ンテンツの重ね合わせに該当し，コンテンツの重ね順を

z-indexで指定している上で，従とするコンテンツを表

示のままか，どのような方法で非表示にするかで記述方

法が異なる．

3.6 DISJOINT

1. 主とするコンテンツに余白を指定する．
2. 従とするコンテンツに余白を指定する．
3. どちらのコンテンツにも余白を指定する．
4. 余白用のコンテンツを HTML上で作成し，余白の

幅を指定する．
5. 横並びを指定してコンテンツを配置する．

DISJOINTに該当する記述方法は 5つに分類され，結

果は表 5となる．横並びを指定してコンテンツを配置す

る記述方法以外は，視覚的な表現にコンテンツ間のホワ

イトスペースが該当する．MEETの関係であった並べ

られたコンテンツに余白を指定することで，コンテンツ

間のホワイトスペースを表現する．主とするコンテンツ

に余白を指定する記述方法は，一番上のコンテンツから

余白を指定していき，一番下となるコンテンツでは余白

　

表 5: DISJOINT

方法

CSS記述

１ 2 3

視覚的な表現 コンテンツ間のホワイトスペース

方法

CSS記述

4 5

視覚的な表現 コンテンツ間のホワイトスペースコンテンツの並び

#content1{
 display: inline-block;
}
#content2{
 display: inline-block;
}
#content3{
 display: inline-block;
}

#content1{
float: left;
margin:0 12px 0 0;
} 
#content2{
float: left;
}

#content1{
float: left;
} 
#content2{
float: left;
padding-left: 240px;
}

#content1{
float: left;
padding-right: 240px;
} 
#content2{
float: left
padding-left: 240px;
}

#contant1{
}
#spacecon{
height: 20px;
}
#content2{
}

コンテンツ間のホワイトスペースコンテンツ間のホワイトスペース

を指定しない方法である．従とするコンテンツに余白を

指定する記述方法は，一番上のコンテンツでは余白を指

定せず，次のコンテンツから余白を指定する方法である．

どちらのコンテンツにも余白を指定する記述方法は，中

身によって余白の指定を変更するか，しないかでさらに

2つの方法に分かれる．余白用のコンテンツをHTML上

で作成し，余白の幅を指定する方法もある．一方で横並

びを指定してコンテンツを配置する記述方法では余白を

指定しない．これはコンテンツに inline-blockを指定

する場合，コンテンツ間に余白が生まれるからである．

4. コンテンツの空間的相対関係に基づく
CSSの分析

コンテンツの空間的相対関係に基づく CSSの記述を

分類した結果，複数の記述方法が存在した．また，コン

テンツの空間的相対関係に基づく視覚的な表現が存在し，

複数の記述方法がある視覚的な表現は段組，コンテンツ

間のホワイトスペース，コンテンツの重ね合わせ，コン

テンツの並びであることを明らかにした．この結果から，

視覚的な表現に基づいてそれぞれの記述方法がどのよう

な影響を与えるか分析する．

4.1 段組

段組の記述方法は大きく分けて，主とするコンテンツ

の中で 2つのコンテンツを左右に分けて配置する方法，



主とするコンテンツを基準に従とするコンテンツを寄せ

て並べる，表組からコンテンツを配置して並べる方法，

ネガティブマージンで配置する方法の 4つが存在する．

まず，主とするコンテンツの中で 2つのコンテンツを

左右に分けて配置する方法は，段と段の間の余白を指定

する必要がない．つまり marginと paddingを記述する

必要がなく，また保守性に優れるといえる．ただし他の

記述方法と違い，必ず左右の幅を指定する必要があるこ

とや，段と段の間のホワイトスペースを考慮して幅を指

定する必要がある．この記述方法では二段組からその段

としたコンテンツを主とした上で，もう一度二段組を形

成することで三段組を表現する記述方法や，本文部分，

メニューリスト，他サイトのバナーリストで構成されて

いた場合に float left，float rightを利用し，区別

する記述方法も存在する．また，二段組では主とするコ

ンテンツを float left，float rightのどちらで記述

するかで分かれ，理由として本文部分がどちらに配置し

ているかで異なっている．

次に，主とするコンテンツを基準に従とするコンテン

ツを寄せて並べる方法は，一方向に寄せてから余白を指

定することで細かい表現や，段とするコンテンツの横幅

をパーセントで指定することでリキッドレイアウトを実

現することが出来る．しかし余白の指定を行うため柔軟

性は他の記述方法よりも低く，変更の際に記述内容を変

えないといけない場合がある．この記述方法では必ずホ

ワイトスペースを組み合わせて表現している．

次に，表組からコンテンツを配置して並べる方法は，

全てのブラウザに対応できる一般的な記述方法として，

2000年代初頭あたりまで利用していた．しかし，記述

内容が複雑になることや，本来の表組の用途とは外れた

方法であるため，W3C (World Wide Web Consortium)

では推奨されないやり方である [4]．

最後に，ネガティブマージンで配置する記述方法はど

ちらか一方の横幅を固定し，もう一方を可変する場合に

利用できる．しかしこれも表組と同様で記述内容が複雑

になることがある．また，古いブラウザに対応しない場

合がある．

段組の記述方法が一番多く，主とするコンテンツの基

準や中身の関連性によって記述方法が異なっていた．ま

た，CSS3.1では新たに段組を生成する指定として，フ

レキシブルボックスレイアウトが定義している [5]．フレ

キシブルレイアウトを指定することで，floatや table

を記述せずに段組を表現することが出来るため，今後は

さらに記述方法が増えると考えられる．

4.2 ホワイトスペース

ホワイトスペースの記述方法では大きく分けて，コン

テンツの一方向に余白を指定する方法，それとも両方向

に余白を指定する方法の 2つが存在し，他の視覚的な表

現から記述方法は異なる．

まず，どちらか一方向に余白を指定する方法は指定や

変更するのが容易である．またお互いに marginを持って

いるときに片方だけ余白を指定することで，大きい値の

余白の指定が適用され，小さい余白の指定は無視される

ようになるため，細かい指定がしやすい．しかし，上方

向なら一番初め，下方向なら一番最後のコンテンツに余

白を指定してしまうとレイアウトを崩してしまう恐れが

あるため，他のコンテンツとは別に作成する必要がある．

両方向に余白を指定する場合は別のコンテンツを作成

する必要はないが，余白の指定や変更が面倒である．ま

た一番初めと一番最後のコンテンツの余分な方向にも余

白を持つため，視覚的にレイアウトが崩れた表現になっ

てしまう場合がある．

これは並べたコンテンツ間のホワイトスペースでも同

様であり，よく利用されているのは片一方に余白を指定

する場合である．二段組や三段組などの段と段の間のホ

ワイトスペースで余白を指定する場合は片一方に余白

を指定する．これはレイアウトが崩れるのを防ぐためで

ある．

4.3 コンテンツの重ね合わせ

コンテンツの重ね合わせでは従とするコンテンツを消

すことで主とするコンテンツを表示する方法，従とする

コンテンツを透過させることで主とするコンテンツを表

示する方法，重ね順を入れ替えて主とするコンテンツを

表示する方法の 3つが存在し，従とするコンテンツの指

定によって記述方法が異なる．

3つの大きな違いに切り替えの演出方法がある．表示

していたコンテンツを非表示にする場合に切り替わるだ

けのような演出か，少しずつ消える演出にするかで記述

方法が異なる．少しずつ消える演出では不透明度を変化

させる必要があるため，透過処理を行う opacityを記

述していることが多く，これは CSSだけでは変更する

ことが出来ない．

また，コンテンツの重ね合わせでは重ね合わせ順を変

化させるために動的処理を行う場面が多く，またスライ

ド式などのアニメーションを用いるため，CSSだけでは

なく，jQueryや Flashといった記述も関わる．

4.4 コンテンツの並び

コンテンツの並びでは主とするコンテンツを基準に従

とするコンテンツを寄せて並べる方法，各コンテンツの

位置を直接指定して並べる方法，横並びを指定してコン

テンツを配置する方法，表組からコンテンツを配置して

並べる方法の 4つが存在し，主とするコンテンツによっ

て記述方法が異なる．



まず，主とするコンテンツを基準に従とするコンテン

ツを寄せて並べる方法は上下左右に marginを指定する

ことが出来るため，細かい表現が可能で，従とするコン

テンツもそれに合わせて寄せることが出来る．しかし，

並びのコンテンツ間のホワイトスペースを表現する場合

は一方向に余白を指定し，左方向なら一番初め，右方向

なら一番最後のコンテンツを他のコンテンツとは別に作

成する必要がある．

次に，各コンテンツの位置を直接指定して並べる方法

は positionなどから直接指定することで細かい指定や，

ホワイトスペースを利用してグルーピングすることも出

来る．しかし，他の記述方法と比べて柔軟性が低いため，

変更する場合は他のコンテンツも変更する必要がある．

次に，横並びで指定して従とするコンテンツを配置す

る方法は，display:inline-blockを指定することで表

現できるため，他の記述方法と比べて記述が容易である．

しかし，改行した場合に隙間が発生することやブラウザ

によっては対応しない [6]．

最後に，表組から従とするコンテンツを配置する方法

は，display:table-cellを指定することで表現できる

ため，display:inline-block同様，記述が容易である．

また，改行しても隙間が出来ない．しかし，marginを

持たないため，余白を指定する場合は paddingで記述

する必要がある．

4.5 考察

それぞれの視覚的な表現から，記述方法がどのような

影響を与えるのかを明らかにした．その中で段組やコン

テンツの並びのようなコンテンツを配置する場合に記述

方法が異なりやすく，それぞれの与える影響が違った．

原因として主とするコンテンツの基準，従とするコンテ

ンツの指定，中身の関連性の 3つがある．

まず段組では主とするコンテンツの配置に HTMLで

記述した本文部分となるコンテンツが重要であり，コン

テンツの並びであれば主とするコンテンツの形式から記

述方法が異なる．このため，主とするコンテンツの基準

が必要である．

次に従とするコンテンツの指定だが，段組とコンテン

ツの並びでは従とするコンテンツの余白によって記述方

法が異なり，コンテンツの重ね合わせは表示するか，非

表示にするかで記述方法が異なる．このため，従とする

コンテンツの指定が必要である．

最後に中身の関連性だが，三段組では他サイトのリン

ク集などを切り離すために記述方法を変えていること

がある．これは四段組でも見られ，中身の関連性からコ

ンテンツを区別し，それによって記述方法が異なる．ま

た，コンテンツ間のホワイトスペースでは中身によって

余白の指定を変更している場合もあり，それによって記

述方法が異なる．このため，中身の関連性の把握が必要

である．

それぞれの点に着目し，記述方法を決定することで，

コンテンツの空間的相対関係に該当する視覚的な表現に

基づく記述方法の混在はなくなると考えられる．

5. おわりに
本研究ではコンテンツの空間的相対関係に基づくCSS

の分析を行った．

視覚的な表現を構成するデザイン要素の 1つである空

間から，コンテンツの相対関係によって記述方法は異な

る点に着目し，ウェブサイトからコンテンツの空間的相

対関係に基づく CSSの記述を分類した．また，分類し

た結果から複数の記述方法がある視覚的な表現を明らか

にし，それぞれの記述方法がどのような影響を与えるの

か分析した．その結果，コンテンツの空間的相対関係に

基づく視覚的な表現の記述方法に，主とするコンテンツ

の基準，従とするコンテンツの指定，中身の関連性が関

係していることを明らかにした．
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